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令和元年度 第３回島田市中小企業・小規模企業振興推進会議 

議事要録 

会議体の名称 令和元年度 第３回島田市中小企業・小規模企業振興推進会議 

事務局（担当課） 島田市産業観光部 商工課 

開催日時 令和元年 10 月 23 日（水） 15：30～17：00 

開催場所 島田市役所 ４階 第３委員会室南 

議題 島田市中小企業・小規模企業実態調査について 

出席者 委員 ・島田商工会議所 北川専務理事 

・島田市商工会 小野田事務局長 

・中小企業家同友会志太支部 戸塚条例推進会議 

島田担当 

・有限会社落合製材所 落合代表取締役 

・新東海製紙株式会社島田工場 田邊工場管理部長 

・島田掛川信用金庫 三浦理事 

・島田榛北地区労働者福祉協議会 鈴木会長 

・島田市校長会 園田初倉中学校長 

・島田市 谷河産業観光部長 

事務局 ・中村商工課長 

・大石産業支援センター係長 

・松浦主事 

 

配付資料 ・令和元年度第３回島田市中小企業・小規模企業振興推進会議席次表 

・【資料１】「島田市中小企業・小規模企業実態調査」報告書（概要版） 

・【資料２】「島田市中小企業・小規模企業実態調査」訪問調査（案） 

・【資料３】訪問調査先の選定理由（案）及び候補先（案） 

・【参考資料１】島田市における中小企業支援施策 

 

 

 

 

 

 

 



【議事禄】 
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○北川会長 

 

 

○Ｈ委員 

 

 

○帝国データバンク 

 

 

 

 

 

 

○Ｈ委員 

 

 

 

定刻となりましたので、只今より令和元年度 第３回中小企業・小規

模企業振興推進会議を開催いたします。会議に先立ちまして、委員の

出席者数を報告します。定数 11 人のうち、本日は９人が出席し、過半

数を超えておりますので、「会議規則」第３条第２項の規定により、会

議は成立しています。 

なお本日も、島田市中小企業・小規模企業実態調査事業の委託業者で

ある株式会社帝国データバンク様に同席いただいております。 

それでは、ここから先は北川会長に進行をお願いいたします。会長、

よろしくお願いいたします。 

 

それでは、次第に従って進めていきます。 

早速ですが、８月 19 日から９月 20日までに実施した郵送アンケート

調査について、速報値での調査結果報告書を作成いただきましたので、

帝国データバンク様より説明をお願いします。 

 

資料１を元に、郵送調査の速報値で作成した暫定の報告書内容につ

いて説明した。 

 

ただいまの説明に対し、不明な点や質問、改善事項などがありました

らお願いします。 

 

他の地域で行う調査と比較した場合、今回の回収率（28.8％）は良

い方なのでしょうか。 

 

一般的に、回収率の平均は２～３割と言われています。今回は、定

期的に行っている調査ではなかったこと、普段、帝国データバンク

の調査対象でない個人店なども多く含まれていたことが、回収率３

割弱に留まった要因ではないかと考えております。弊社で勧奨コー

ルも実施しましたが、留守で電話が繋がらない個人店の方も多かっ

たようでした。 

 

島田商工会議所・島田市商工会でも勧奨コール等を実施しました

が、「小規模店や個人店のため、自分の規模に合ったアンケートでは

ない」との意見もあったように感じます。 
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○北川会長 

 

この報告書では、全体としての分析が記されていますが、業種別に

分析することは可能でしょうか。 

 

この報告書は速報値で作成した暫定のものですので、正式な報告書

では業種別の分析を掲載いたします。 

 

そうですね。12 ページの「店舗や工場の移転先」についても、業種

別に分析していただいた方が、工場の移転なのか、店舗の移転なの

かがはっきりすると思います。 

 

34 ページの「今後の設備投資の予定」についても、建設業の設備投

資は自動化による人員削減目的のことが多い一方で、製造業は工場

拡大等で雇用を創出しますから、業種によって意味合いが変わって

きます。 

 

次に、来月から翌年１月にかけ行う訪問調査について議題といたしま

す。まずは訪問調査のヒアリング内容について、事前に帝国データバ

ンク様に作成いただいた案の説明をお願いします。 

 

資料２を元に、訪問調査で使用するヒアリング調査票案について説

明した。 

 

当方で作成した案に対して、追加すべき設問ですとか、ヒアリング

ポイントの意図がずれているですとか、ご意見をお願いいたしま

す。 

 

問１については、報告書の 19ページに「事業所の人員確保の状況」

の設問があり、「過不足はない」の回答が過半数を超えていますの

で、人手不足を課題に感じている事業所は少ないと考えると、ヒア

リングに入れる必要がありますでしょうか。それよりも、問５は郵

送調査の回答で「特になし」の答えが多かった設問について、なぜ

「特になし」なのか、今後どうしていくのかについて深堀した方が

良いのでは。 

 

委員の皆様はいかがお考えでしょうか。私としては、人手不足自体

は大きな課題のひとつとなっておりますので、残したい設問だと思 
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○Ｆ委員 

 

っています。それに加えて、「特になし」の理由を探っていただくこ

とはできますか。 

 

ヒアリングの際には、「特になし」の理由について直接聞くというよ

りは、「今後どうしていきたいか/新しい事業についてどう考えてい

るか」という切り口の方が事業者様も答えやすいと思いますので、

そのように対処いたします。 

 

その他、ご意見はありますか。 

 

島田市は現在ＩＣＴの活用に力を入れていますので、中々新規雇用

が難しい状況の中で、人手不足対策としてＩＣＴの活用を考えてい

るかといった設問を追加していただきたいと考えています。 

 

商工会議所も同様に考えております。現状の市の施策は就職支援が

主ですが、雇用できる人数のパイは限られており、それを近隣市で

取り合うことになってしまいかねません。人手不足というのは避け

られない現状ですから、その中でＩＣＴを活用し、今ある人員で業

務を回す、そのための支援をする方が良いのではとの意見も出てお

ります。市内には業務多忙で悩んでいる中小企業も多いですが、手

計算や手作業を自動化させるだけで改善する事例も多いですから。 

 

承知いたしました。人手不足への対応は雇用だけではない、という

のはご指摘のとおりだと感じます。「新事業についてどう考えている

か」の設問に絡めて、ＩＣＴ活用の気持ちがあるのかについてもヒ

アリングさせていただきます。 

 

人手不足に陥っている原因がどこかにあるはずですから、それにつ

いてもヒアリングしていただけると。 

 

ヒアリングの際、直接「人手不足の原因は何ですか」と聞いても事

業者様は答えづらいと思いますので、聞き方を工夫したいと思いま

す。 

 

問４のおびサポの設問については、おびサポ専用の事例紹介チラシ

がありますので、それを配布しながらヒアリングしていただけると 
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ＰＲにもなって良いと思います。 

 

承知いたしました。今回の訪問調査は直接事業者様にＰＲできる良

い機会ですので、その他にもチラシなどは積極的に配布させていた

だきます。 

 

事業承継の設問については、市としては事業承継を進め産業の継続

を図ることが大切ですが、事業者の側になると「自分の代で廃業す

る」と決めている方もある程度いらっしゃいます。中小企業白書に

も取り上げられていますが、廃業して全てをゼロにするのではな

く、事業譲渡・従業員の転籍・技術の継承等により、一部だけでも

引き継いでいくといったやり方もありますので、そういった部分を

深彫りしていきたいと考えております。 

 

訪問調査によって事業承継の支援ニーズが出た場合はどう対応しま

すか。 

 

訪問調査には商工課職員も同行しますので、事業者の意向を伺い、

必要に応じて商工課から支援機関へ繋ぐことになるかと思います。 

 

問６の市の支援施策に対する設問ですが、郵送調査の市の支援施策

に対する自由記述欄には、多くの意見が集まったのでしょうか。 

 

白紙ではなく、なんらかの記述がある事業者が多かったという所感

を持っております。まだ自由記述欄の分析は済んでおりませんが、

最終的には「良い意見」「悪い意見」といった横串を入れて分析を行

う予定です。 

 

市の支援施策のひとつが就業施策ですので、問２と問６は包括して

ひとつの設問としてしまってもよろしいでしょうか。 

 

構いません。あとは、過日の台風を経験しての意見ですが、機会が

あればで構いませんのでＢＣＰの策定について聞いていただければ

と。 

その他、全体を通して何かご意見はありますか。 
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報告書の内容を見るに、市内の事業者は市内の顧客・取引先が多い

ことと、自社の商品に自信を持っていることが分かります。ですか

ら、今後はその商品をいかに広く伝えていくか、情報発信力を高め

ていけるかになってくるかと。島田市には、プログラミング関連で

積極的な活動をされている方もいらっしゃいますから、そういった

方の力も借りて、ホームページでの情報発信等を行っていくことも

良いかと感じました。 

 

資料３につきましては、今回ご議論いただいた内容を元に候補先リ

ストの組み直しを行います。訪問調査につきましては、事業者様の

ご理解をいただくためにも、市の公式ホームページ等で周知をお願

いできればと思います。 

 

承知いたしました。 

 

皆様、熱心なご討議をありがとうございました。以上で本日の意見

交換は終了となります。これより先は事務局に進行をお戻ししま

す。 

 

みなさんありがとうございました。 

最後になりますが、次回の会議のご案内をいたします。次回は翌年２

月を予定、訪問調査の結果も入れ込んだ調査報告書を提示させていた

だきます。その報告書を元に、今後どのような施策に落としていくの

か、調査結果の感想も含めましてご議論いただきたいと考えておりま

す。 

長くなりましたが、以上をもちまして、第３回島田市中小企業・小規

模企業振興推進会議を閉会いたします。本日はありがとうございまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 


